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経済財政諮問委員会「選択する未来委員会」資料



宇治 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

0~14
100.0 93.7 84.4 75.1 68.0 63.4 59.8
100.0 96.5 87.8 78.6 70.4 64.5 60.1

15~64
100.0 96.3 91.0 87.2 84.1 79.8 74.5
100.0 94.1 87.2 83.5 80.9 76.9 71.4

65~
100.0 114.2 131.1 139.4 141.1 142.3 144.6
100.0 125.1 153.5 164.0 163.5 162.8 163.7

75~
100.0 122.2 141.4 161.0 186.2 194.7 192.0
100.0 131.0 165.3 207.5 254.7 261.4 246.5



（兆円）
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社会保障負担の見通し（経済：ベースラインケース）

（現状投影）（計画ベース）
2018年度

《GDP 564.3兆円》
2025年度

《GDP 645.6兆円》
2040年度

《GDP 790.6兆円》

（現状投影）（計画ベース）

保険料

公 費

（注１） （）内は対GDP比。医療は単価の伸び率について２通りの仮定をおいており負担額に幅がある。
（注２）給付との差は、年金制度の積立金活用等によるものである。
（注３）「現状投影」は、医療・介護サービスの足下の利用状況を基に機械的に計算した場合。「計画ベース」は、医療は地域医療構想及び第３期医療費適正化

計画、介護は第７期介護保険事業計画を基礎とした場合。
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出所：経済財政諮問会議





地域が地域で
あり続ける


